
19核では栄養分からエネルギーが取り出されている。
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ミトコンドリア
呼吸を行う。

核
葉緑体
光合成
を行う。

細胞壁
細胞の形の維持。

液胞
物質の貯蔵。

細胞質基質
さまざまな化学反応が
行われている。

細胞膜

　　　が含まれる。DNA

動物細胞

真核細胞

植物細胞

真核細胞の構造  真核細胞  eukaryotic cell

　核
かく

と細
さい

胞
ぼう

質
しつ

からなる細胞を真
しん

核
かく

細
さい

胞
ぼう

という。真核細胞の内部にはさまざ

まな構造体（細
さい

胞
ぼう

小
しょう

器
き

官
かん

）があり，それぞれが特定の機能を分担している。

真核細胞からなる生物を真
しん

核
かく

生
せい

物
ぶつ

という。

●核　一
いっ

般
ぱん

に，真核細胞には 1つの核があるが，哺
ほ

乳
にゅう

類
るい

の赤血球のよう

に核がないものや，筋肉や肝臓の細胞のように核を複数もつ細胞もある。

核の内部には染色体
➡p.43

があり，染色体はおもにDNAとタンパク質からなる。

●ミトコンドリア　ミトコンドリアは，球形や円
えん

筒
とう

形
けい

などさまざまな形を

しており，細胞が取り込んだグルコース
➡p.33

などの栄養分からエネルギーを取

り出す呼吸
➡p.33

を行っている。

●細胞質基質　細
さい

胞
ぼう

質
しつ

基
き

質
しつ

は， 細胞小器官の間を満たしている液状の成分

である。細胞質基質にはさまざまな酵
こう

素
そ

が
➡p.30

含まれ，代
たい

謝
しゃ

と
➡p.27

いう物質の合成

や分解などの化学反応が行われている。

●細胞壁　植物細胞の細
さい

胞
ぼう

壁
へき

のおもな成分はセルロースで，細
さい

胞
ぼう

膜
まく

の外側

を取り囲んでおり，細胞の形を決めたり細胞どうしを結び付けたりする。

●葉緑体　葉
よう

緑
りょく

体
たい

は，クロロフィルという緑色の色素を含む細胞小器官で，

光エネルギーを吸収して光合成
➡p.34

を行う。

●液胞　液
えき

胞
ほう

は，細胞液で満たされており，糖や無機塩類，花の色や紅
こう

葉
よう

などのもとになる赤色・青色・紫色の色素（アントシアン）などの貯蔵を行っ

ている。

A

1

との中学校

　植物と動物の細胞は，核と
細胞膜を共通してもつ。また，
植物の細胞には，細胞壁や葉
緑体，液胞が見られる。

▲図 1　真核細胞（動物細胞と植物細胞）の構造（模式図）

動物細胞と植
物細胞に共通する細胞小器
官を挙げてみよう。

やってみよう

1　炭水化物のこと。
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生命活動とエネルギー  エネルギー  energy

　すべての生物は，呼
こ

吸
きゅう

によ
➡p.33

りデ

ンプンなどの有
ゆう

機
き

物
ぶつ

からエネル

ギーを取り出して利用している。

エネルギーの取り入れ方は，植物

と動物で異なっている。一
いっ

般
ぱん

に植

物は，光
こう

合
ごう

成
せい

に
➡p.34

よって光エネルギー

を用いてデンプンなどの有機物を

合成する。これは，光合成によっ

て光エネルギーが化学エネルギー

に変
へん

換
かん

され，有機物の形で蓄
たくわ

えら

れたと考えることができる。そして，植物は，合成した有機物を呼吸によっ

て分解することで，生命活動に必要なエネルギーを取り出している。受け

取る光エネルギーが十分でなければ，植物は有機物を十分に合成できず，

生命活動に必要なエネルギーが不足し，やがて枯
こ

死
し

してしまう（図 1）。

　一方で動物は，光エネルギーを有機物の形で化学エネルギーに変換する

ことができない。そのため，植物が合成した有機物を直接的あるいは間接

的に摂
せっ

取
しゅ

し，呼吸によって分解することで，生命活動に必要なエネルギー

を取り出している。このように生体内では，エネルギーの受け渡しが行わ

れている。そして，地球上のすべての生物は，生体内でのエネルギーの受

け渡しに ATP（アデノシン三
さん

リン酸
さん

）という物質を利用している。そのた

め，ATPはエネルギーの通貨とも呼ばれている。

A
1

すべての生物は有機物からエネルギーを取り出して利用している。
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ATP

分解合成

ADP＋
リン酸

物質の合成

発熱筋肉の収縮

ATPはエネルギー
の通貨である。

有機物

無機物

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー

呼吸 生命活動

エネルギーが
十分に得られ
ていない

エネルギーが
十分に得られ
ている

▲図 1　植物においてエネルギーが十分に得られない場合の影響

▲図 2　エネルギーの通貨としての ATP

1　私たちは空気を吸って，肺
で酸素を吸収し，二酸化炭素を
放出する。この活動は，一般的
には呼吸（外呼吸）と呼ばれてい
るが，生物学では細胞内での酸
素を用いてエネルギーを取り出
す反応を呼吸と呼ぶ。

との中学校

　炭素を含む物質を有機物と
いい，それ以外を無機物とい
う。ただし，二酸化炭素は炭
素を含むが有機物とはいわな
い。
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19核では栄養分からエネルギーが取り出されている。

n1_1_3_010

ミトコンドリア
呼吸を行う。

核
葉緑体
光合成
を行う。

細胞壁
細胞の形の維持。

液胞
物質の貯蔵。

細胞質基質
さまざまな化学反応が
行われている。

細胞膜

　　　が含まれる。DNA

動物細胞

真核細胞

植物細胞

真核細胞の構造  真核細胞  eukaryotic cell

　核
かく

と細
さい

胞
ぼう

質
しつ

からなる細胞を真
しん

核
かく

細
さい

胞
ぼう

という。真核細胞の内部にはさまざ

まな構造体（細
さい

胞
ぼう

小
しょう

器
き

官
かん

）があり，それぞれが特定の機能を分担している。

真核細胞からなる生物を真
しん

核
かく

生
せい

物
ぶつ

という。

●核　一
いっ

般
ぱん

に，真核細胞には 1つの核があるが，哺
ほ

乳
にゅう

類
るい

の赤血球のよう

に核がないものや，筋肉や肝臓の細胞のように核を複数もつ細胞もある。

核の内部には染色体
➡p.43

があり，染色体はおもにDNAとタンパク質からなる。

●ミトコンドリア　ミトコンドリアは，球形や円
えん

筒
とう

形
けい

などさまざまな形を

しており，細胞が取り込んだグルコース
➡p.33

などの栄養分からエネルギーを取

り出す呼吸
➡p.33

を行っている。

●細胞質基質　細
さい

胞
ぼう

質
しつ

基
き

質
しつ

は， 細胞小器官の間を満たしている液状の成分

である。細胞質基質にはさまざまな酵
こう

素
そ

が
➡p.30

含まれ，代
たい

謝
しゃ

と
➡p.27

いう物質の合成

や分解などの化学反応が行われている。

●細胞壁　植物細胞の細
さい

胞
ぼう

壁
へき

のおもな成分はセルロースで，細
さい

胞
ぼう

膜
まく

の外側

を取り囲んでおり，細胞の形を決めたり細胞どうしを結び付けたりする。

●葉緑体　葉
よう

緑
りょく

体
たい

は，クロロフィルという緑色の色素を含む細胞小器官で，

光エネルギーを吸収して光合成
➡p.34

を行う。

●液胞　液
えき

胞
ほう

は，細胞液で満たされており，糖や無機塩類，花の色や紅
こう

葉
よう

などのもとになる赤色・青色・紫色の色素（アントシアン）などの貯蔵を行っ

ている。

A

1

との中学校

　植物と動物の細胞は，核と
細胞膜を共通してもつ。また，
植物の細胞には，細胞壁や葉
緑体，液胞が見られる。

▲図 1　真核細胞（動物細胞と植物細胞）の構造（模式図）

動物細胞と植
物細胞に共通する細胞小器
官を挙げてみよう。

やってみよう

1　炭水化物のこと。
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生命活動とエネルギー  エネルギー  energy

　多くの生物は，呼
こ

吸
きゅう

によ
➡p.33

りデン

プンなどの有
ゆう

機
き

物
ぶつ

からエネルギー

を取り出して利用している。エネ

ルギーの取り入れ方は，植物と動

物で異なっている。一
いっ

般
ぱん

に植物は，

光
こう

合
ごう

成
せい

に
➡p.34

よって光エネルギーを用

いてデンプンなどの有機物を合成

する。これは，光合成によって光

エネルギーが化学エネルギーに変
へん

換
かん

され，有機物の形で蓄
たくわ

えられた

と考えることができる。そして，植物は，合成した有機物を呼吸によって

分解することで，生命活動に必要なエネルギーを取り出している。受け取

る光エネルギーが十分でなければ，植物は有機物を十分に合成できず，生

命活動に必要なエネルギーが不足し，やがて枯
こ

死
し

してしまう（図 1）。

　一方で動物は，光エネルギーを有機物の形で化学エネルギーに変換する

ことができない。そのため，植物が合成した有機物を直接的あるいは間接

的に摂
せっ

取
しゅ

し，呼吸によって分解することで，生命活動に必要なエネルギー

を取り出している。このように生体内では，エネルギーの受け渡しが行わ

れている。そして，地球上のすべての生物は，生体内でのエネルギーの受

け渡しに ATP（アデノシン三
さん

リン酸
さん

）という物質を利用している。そのた

め，ATPはエネルギーの通貨とも呼ばれている。

A
1

すべての生物は有機物からエネルギーを取り出して利用している。
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十分に得られ
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▲図 1　植物においてエネルギーが十分に得られない場合の影響

▲図 2　エネルギーの通貨としての ATP

1　私たちは空気を吸って，肺
で酸素を吸収し，二酸化炭素を
放出する。この活動は，一般的
には呼吸（外呼吸）と呼ばれてい
るが，生物学では細胞内での酸
素を用いてエネルギーを取り出
す反応を呼吸と呼ぶ。

との中学校

　炭素を含む物質を有機物と
いい，それ以外を無機物とい
う。ただし，二酸化炭素は炭
素を含むが有機物とはいわな
い。
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DNAの二重らせんを構成する 2本の鎖は，それぞれの鎖を構成するヌクレオチドのリン酸
どうしで結合している。

DNA の構造  二重らせん構造 double helix structure

　1952年，ウィルキンス
➡p.51

らが行った研究の結果，DNAは基本構造が規

則的に並んでできた鎖
くさり

がらせん状になった構造をしていることが推察され

た。そして，1953年にワトソンとクリックは，DNAが二
に

重
じゅう

らせん構
こう

造
ぞう

であることを科学雑誌『Nature』に発表した。この研究により，ワトソン

とクリックは，ウィルキンスとともにノーベル生理学・医学賞を受賞した

（1962年）。

　DNAの二重らせんは，たとえて言えば，2本の鎖を平行に並べてはし

ご状とし，それをねじってらせん状にしたような構造である。DNAを構

成する基本単位は，塩基・糖・リン酸からなる物質で，ヌクレオチドと呼
ばれる。多数のヌクレオチドが規則的につながって糖とリン酸が交互に並

んだ鎖ができ，2本の鎖のヌクレオチドから互いに向き合うように配置さ

れた塩基が塩基対をつくって二重らせんができるのである。

B

n2_1_2_020

C

T

C

T

GA

DNAの塩基は，相補性によって塩基対をつくっているため，生物の種に

よらず，Aと T，Gと Cの塩基がほぼ同じ割合で含まれている。

▲図 3　塩基の相補性
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ヌクレオチド

糖（デオキシリボース）

塩基
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DNAのヌクレオチド
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▲図 4　DNAのヌクレオチドと二重らせん構造の模式図
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C
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AG

CA
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ヌクレオチド

塩基配列

塩基対

塩基の並び方  塩基配列  base sequence

　DNAの鎖
くさり

の骨格部分は，糖（デオキシリボース）とリン酸が交互に繰
く

り

返
かえ

しているのに対して，塩基は A，T，G，Cの 4種類がある。4種類の

文字が並ぶと，何かを意味する暗号のようにみえる。実際，生物では，塩

基の並び方が遺伝情報の暗号として使われている。

　DNAの塩基の並び方を塩
えん

基
き

配
はい

列
れつ

という。実習 4で確かめたように，4

種類の塩基には相補性があるために，一方の鎖の塩基配列が決まれば，も

う一方の鎖の塩基配列は必ず 1つに決まる。

　糖，リン酸，塩基からなるDNAの基本構造は生物に共通しているが，

DNAに含
ふく

まれる塩基配列や塩基対の数は生物の種ごとに異なっている。

地球上に生存する多様な生物は，それぞれが異なるDNAをもつことで，

生物ごとに決まった遺伝情報をもっているのである。

C

遺伝情報とDNA2編｜1章

▲図 5　DNAの塩基配列（左）と塩基対（右）

61

121

181

241

361

421

1

301

▲図 6　DNAの塩基配列の例　ヒストンと呼ばれるタンパク質の遺伝子の一部。左端の数字は，1番左の塩基が何番目かを表している。

塩 基 の20％
がグアニン（G）であるDNA
の場合，チミン（T）の含ま
れる比率は何％か考えてみ
よう。

やってみよう

ワトソンとク
リックは，シャルガフの実
験結果からどのような着想
を得たのか話し合ってみよ
う。

やってみよう

答
え
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DNAの二重らせんを構成する 2本の鎖は，それぞれの鎖を構成するヌクレオチドのリン酸
どうしで結合している。

DNA の構造  二重らせん構造 double helix structure

　1952年，ウィルキンス
➡p.51

らが行った研究の結果，DNAは基本構造が規

則的に並んでできた鎖
くさり

がらせん状になった構造をしていることが推察され

た。そして，1953年にワトソンとクリックは，DNAが二
に

重
じゅう

らせん構
こう

造
ぞう

であることを科学雑誌『Nature』に発表した。この研究により，ワトソン

とクリックは，ウィルキンスとともにノーベル生理学・医学賞を受賞した

（1962年）。

　DNAの二重らせんは，たとえて言えば，2本の鎖を平行に並べてはし

ご状とし，それをねじってらせん状にしたような構造である。DNAを構

成する基本単位は，塩基・糖・リン酸からなる物質で，ヌクレオチドと呼
ばれる。多数のヌクレオチドが規則的につながって糖とリン酸が交互に並

んだ鎖ができ，2本の鎖のヌクレオチドから互いに向き合うように配置さ

れた塩基が塩基対をつくって二重らせんができるのである。

B

n2_1_2_020

C

T

C

T

GA

DNAの塩基は，相補性によって塩基対をつくっているため，生物の種に

よらず，Aと T，Gと Cの塩基がほぼ同じ割合で含まれている。

▲図 3　塩基の相補性

n2_1_2_030

C G

C G

C

T A

T

A T

G C

G

A

リン酸

塩基糖

デオキシリボース

アデニン

シトシングアニン

チミン

ヌクレオチド

糖（デオキシリボース）

塩基

リン酸

DNAのヌクレオチド

塩基の種類

▲図 4　DNAのヌクレオチドと二重らせん構造の模式図
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塩基の並び方  塩基配列  base sequence

　DNAの鎖
くさり

の骨格部分は，糖（デオキシリボース）とリン酸が交互に繰
く

り

返
かえ

しているのに対して，塩基は A，T，G，Cの 4種類がある。4種類の

文字が並ぶと，何かを意味する暗号のようにみえる。実際，生物では，塩

基の並び方が遺伝情報の暗号として使われている。

　DNAの塩基の並び方を塩
えん

基
き

配
はい

列
れつ

という。実習 4で確かめたように，4

種類の塩基には相補性があるために，一方の鎖の塩基配列が決まれば，も

う一方の鎖の塩基配列は必ず 1つに決まる。

　糖，リン酸，塩基からなるDNAの基本構造は生物に共通しているが，

DNAに含
ふく

まれる塩基配列や塩基対の数は生物の種ごとに異なっている。

地球上に生存する多様な生物は，それぞれが異なるDNAをもつことで，

生物ごとに決まった遺伝情報をもっているのである。

C

遺伝情報とDNA2編｜1章

▲図 5　DNAの塩基配列（左）と塩基対（右）
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301

▲図 6　DNAの塩基配列の例　ヒストンと呼ばれるタンパク質の遺伝子の一部。左端の数字は，1番左の塩基が何番目かを表している。

塩 基 の20％
がグアニン（G）であるDNA
の場合，チミン（T）の含ま
れる比率は何％か考えてみ
よう。

やってみよう

ワトソンとク
リックは，シャルガフの実
験結果からどのような着想
を得たのか話し合ってみよ
う。

やってみよう
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人為的攪乱  人為的攪乱   artificial disturbance

　本来，河
か

川
せん

のような水環境でも有機物は生物にとって必要であり，有機

物は食
しょく

物
もつ

網
もう

のなかでさまざまな生物により消費される。しかしながら，実

習 15のように，河川に含まれる有機物が多くなり過ぎると，微
び

生
せい

物
ぶつ

など

による分解の過程で水中の酸素が多量に消費され，水中の酸素が欠乏状態

となる。 その結果，本来生息していたはずの魚や植物などの水生生物が

生息できない環境になってしまう可能性がある。このような人間活動に

よって生じる攪乱を，人
じん

為
い

的
てき

攪
かく

乱
らん

という。人為的攪乱の結果，陸域では年

間に 330万ヘクタールの森林が地球上から消失しているといわれている。

海洋では，漁業による特定の生物種の乱
らん

獲
かく

，マイクロプラスチック
➡p.157

や原油

のような汚
お

染
せん

物質の流入など，人為的攪乱による影
えい

響
きょう

が懸
け

念
ねん

されている。

A

1

　　　　　　①排出口付近では生活排水によって河川の有機物が増
ふ

えるた

め，有機物を利用する細
さい

菌
きん

が増えていると考えられる。

②排出口付近で溶
よう

存
ぞん

酸
さん

素
そ

量
りょう

が減っているのは，多くの細菌が呼吸によって

酸素を使っているためと考えられる。

③下流では，中流から下流にかけて数が増えた藻
そう

類
るい

が光合成をさかんに

行ったため，溶存酸素が増えていると考えられる。

実習から

▲図 5　赤潮　微生物が異常に増
殖し，海水の色が 著

いちじる

しく変わる
現象を赤

あか

潮
しお

と呼ぶ。

1　2010～2015年の平均値（世
界森林資源評価 2015より）。

との日常

　世界の島の中で 3番目に大きい島であるボルネオ

島（インドネシア・マレーシア・ブルネイ）は，1970

年代まで広大な熱帯多雨林が広がっていた。しかし，

2010年に行われた調査では 1973年の 3分の 2程度

にまで減少したことがわかった。ボルネオ島の熱帯多

雨林が減少した原因は，輸出用の木材を調達するため

の過
か

剰
じょう

な伐
ばっ

採
さい

や，安価なパーム油の生産を目的とした

大規模なアブラヤシのプランテーションの開発などに

よるものである。パーム油は，カップ麺
めん

やスナック菓

子，チョコレートや洗剤などにも使われる有用な油で

あり，世界中で多く使われている。安価な油を仕入れ

るためには広大な土地が必要になるため，私たちが安

価な商品を求めることは，結果的に熱帯多雨林の減少

を加速させることにもなる。近年，生物の多様性に配

慮した食料や紙，パーム油などの生産が注目されてい

熱帯多雨林の減少と私たちの生活

る。生物の多様性に配
はい

慮
りょ

した製品を選択するなど，日々

の行動を変えるだけでも，結果的に生態系を守ること

につながることもある。私たちの行動が，生態系にど

のような影響を与えているかを想像しながら，行動を

選択していくことが大切である。

▲図 a　伐採される森林（ボルネオ島）

河川に生活排
水が流れ込

こ
まないようにす

る取り組みや方法について
調べてみよう。

やってみよう
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生態系サービス  生態系サービス  ecosystem services

　私たちが生態系から受けるさまざまな恩
おん

恵
けい

を，生
せい

態
たい

系
けい

サービスという。
生態系サービスは，私たちが生きるために必要とする食料や水，燃料や木

材といったものの供
きょう

給
きゅう

だけではない。例えば，森林が存在することは山
やま

崩
くず

れを防止することにつながり，沿岸のマングローブは防
ぼう

潮
ちょう

堤
てい

の役割を果た

す。河
か

川
せん

や森林では，微
び

生
せい

物
ぶつ

などのはたらきにより水質が浄
じょう

化
か

されること

で，きれいな飲み水が得られるようになる。また，私たちのくらしに必要

な製品づくりにおいても，生物の形や行動を模
も

倣
ほう

した製品がたくさんある

（図 3）。さらに，森林や海岸，湖はレクリエーションや自然を学ぶ教育の

場にもなり，さまざまな文化的な恩恵が生態系から提供されている。この

ような自然から得られる生態系サービスを持続的に利用し続けるためには，

生態系の保全が必須である。

B

　生態系サービスは，役割
の違いをもとに次の 4 つに
大別される（図 2）。
基盤サービス：植物による
物質生産（光合成による有機
物の生産）や二酸化炭素の吸
収，土壌の形成など，生態
系の土台を支えるもの。
供給サービス：食料や水な
どを供給する機能。
調整サービス：気候の変化
を緩和したり，病気のまん
延や洪水の発生を抑

よく

制
せい

した
りする機能。
文化的サービス：文化や精
神の面で人間生活を豊かに
する機能。

との日常

　生物の多様性に配
はい

慮
りょ

した食品や木材，紙，パーム油（食品や洗剤，化粧品などの原料）などの生産が注目されている。

それらを後押ししているしくみとして認
にん

証
しょう

制
せい

度
ど

がある。これは，対立関係になりがちな「保全」と「利用」の両立を目指す

ものであり，これには生産者や企業，行政，消費者の連携が必要となる。森林認証制度は，特に熱帯林の多様な生物を

守るために役立っている。インドネシア・ボルネオ島のオランウータンの保全を目指した制度では，①オランウータン

の多い地域では森林伐
ばっ

採
さい

を避けること，②オランウータンの食べる果実がなる樹木の伐採を避けること，③違法伐採や

密
みつ

猟
りょう

を防ぐために道路を閉鎖すること，などが森林認証の条件となっている。これらのことを適切に実施していること

が国際機関により認証されると，木材が市場で有利に取引され，産品の価値が高まり，消費者へアピールできる。同様

な認証制度は，パーム油，魚，各種の農作物などにもある。

　こうした認証制度を実りあるものにするには，最終的には消費者である私たち一人一人が，認証された製品を積極的

に購入する習慣を身に付けることが必要である。

多様性を守る認証制度

植物による物質生産 , 二酸化炭素の吸収， 土壌の形成， 栄養塩類の循環など

基盤サービス

レジャー，レクリエーション，
芸術，宗教，教育など

文化的サービス

気候の調節，
病気・害虫の制御，

洪水の調節など

調整サービス

食料，木材，医薬品，
燃料，水など

供給サービス

O2CO2

▲図 2　4つの生態系サービス

▲図 3　新幹線（左）とカワセミ
（右）　ある新幹線の先頭車両の形
状は，カワセミのくちばしにヒン
トを得て開発された。
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人為的攪乱  人為的攪乱   artificial disturbance

　本来，河
か

川
せん

のような水環境でも有機物は生物にとって必要であり，有機

物は食
しょく

物
もつ

網
もう

のなかでさまざまな生物により消費される。しかしながら，実

習 15のように，河川に含まれる有機物が多くなり過ぎると，微
び

生
せい

物
ぶつ

など

による分解の過程で水中の酸素が多量に消費され，水中の酸素が欠乏状態

となる。 その結果，本来生息していたはずの魚や植物などの水生生物が

生息できない環境になってしまう可能性がある。このような人間活動に

よって生じる攪乱を，人
じん

為
い

的
てき

攪
かく

乱
らん

という。人為的攪乱の結果，陸域では年

間に 330万ヘクタールの森林が地球上から消失しているといわれている。

海洋では，漁業による特定の生物種の乱
らん

獲
かく

，マイクロプラスチック
➡p.157

や原油

のような汚
お

染
せん

物質の流入など，人為的攪乱による影
えい

響
きょう

が懸
け

念
ねん

されている。

A

1

　　　　　　①排出口付近では生活排水によって河川の有機物が増
ふ

えるた

め，有機物を利用する細
さい

菌
きん

が増えていると考えられる。

②排出口付近で溶
よう

存
ぞん

酸
さん

素
そ

量
りょう

が減っているのは，多くの細菌が呼吸によって

酸素を使っているためと考えられる。

③下流では，中流から下流にかけて数が増えた藻
そう

類
るい

が光合成をさかんに

行ったため，溶存酸素が増えていると考えられる。

実習から

▲図 5　赤潮　微生物が異常に増
殖し，海水の色が 著

いちじる

しく変わる
現象を赤

あか

潮
しお

と呼ぶ。

1　2010～2015年の平均値（世
界森林資源評価 2015より）。

との日常

　インドネシア・マレーシア・ブルネイが領有するカ

リマンタン島（ボルネオ島）は，世界の島の中で 3番

目に大きい島であり，1970年代まで広大な熱帯多雨

林が広がっていた。しかし，2010年に行われた調査

では 1973年の 3分の 2程度にまで減少したことがわ

かった。カリマンタン島の熱帯多雨林が減少した原因

は，輸出用の木材を調達するための過
か

剰
じょう

な伐
ばっ

採
さい

や，安

価なパーム油の生産を目的とした大規模なアブラヤシ

のプランテーションの開発などによるものである。

パーム油は，カップ麺
めん

やスナック菓子，チョコレート

や洗剤などにも使われる有用な油であり，世界中で多

く使われている。安価な油を仕入れるためには広大な

土地が必要になるため，私たちが安価な商品を求める

ことは，結果的に熱帯多雨林の減少を加速させること

にもなる。近年，生物の多様性に配慮した食料や紙，

熱帯多雨林の減少と私たちの生活

パーム油などの生産が注目されている。生物の多様性

に配
はい

慮
りょ

した製品を選択するなど，日々の行動を変える

だけでも，結果的に生態系を守ることにつながること

もある。私たちの行動が，生態系にどのような影響を

与えているかを想像しながら，行動を選択していくこ

とが大切である。

▲図 a　伐採される森林（カリマンタン島）

河川に生活排
水が流れ込

こ
まないようにす

る取り組みや方法について
調べてみよう。

やってみよう
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生態系サービス  生態系サービス   ecosystem services

　私たちが生態系から受けるさまざまな恩
おん

恵
けい

を，生
せい

態
たい

系
けい

サービスという。
生態系サービスは，私たちが生きるために必要とする食料や水，燃料や木

材といったものの供
きょう

給
きゅう

だけではない。例えば，森林が存在することは山
やま

崩
くず

れを防止することにつながり，沿岸のマングローブは防
ぼう

潮
ちょう

堤
てい

の役割を果た

す。河
か

川
せん

や森林では，微
び

生
せい

物
ぶつ

などのはたらきにより水質が浄
じょう

化
か

されること

で，きれいな飲み水が得られるようになる。また，私たちのくらしに必要

な製品づくりにおいても，生物の形や行動を模
も

倣
ほう

した製品がたくさんある

（図 3）。さらに，森林や海岸，湖はレクリエーションや自然を学ぶ教育の

場にもなり，さまざまな文化的な恩恵が生態系から提供されている。この

ような自然から得られる生態系サービスを持続的に利用し続けるためには，

生態系の保全が必須である。

B

　生態系サービスは，役割
の違いをもとに次の 4つに
大別される（図 2）。
基盤サービス：植物による
物質生産（光合成による有機
物の生産）や二酸化炭素の吸
収，土壌の形成など，生態
系の土台を支えるもの。
供給サービス：食料や水な
どを供給する機能。
調整サービス：気候の変化
を緩和したり，病気のまん
延や洪水の発生を抑

よく

制
せい

した
りする機能。
文化的サービス：文化や精
神の面で人間生活を豊かに
する機能。

との日常

　生物の多様性に配
はい

慮
りょ

した食品や木材，紙，パーム油（食品や洗剤，化粧品などの原料）などの生産が注目されている。

それらを後押ししているしくみとして認
にん

証
しょう

制
せい

度
ど

がある。これは，対立関係になりがちな「保全」と「利用」の両立を目指す

ものであり，これには生産者や企業，行政，消費者の連携が必要となる。森林認証制度は，特に熱帯林の多様な生物を

守るために役立っている。インドネシア・カリマンタン島のオランウータンの保全を目指した制度では，①オランウー

タンの多い地域では森林伐
ばっ

採
さい

を避けること，②オランウータンの食べる果実がなる樹木の伐採を避けること，③違法伐

採や密
みつ

猟
りょう

を防ぐために道路を閉鎖すること，などが森林認証の条件となっている。これらのことを適切に実施している

ことが国際機関により認証されると，木材が市場で有利に取引され，産品の価値が高まり，消費者へアピールできる。

同様な認証制度は，パーム油，魚，各種の農作物などにもある。

　こうした認証制度を実りあるものにするには，最終的には消費者である私たち一人一人が，認証された製品を積極的

に購入する習慣を身に付けることが必要である。

多様性を守る認証制度

植物による物質生産 , 二酸化炭素の吸収， 土壌の形成， 栄養塩類の循環など

基盤サービス

レジャー，レクリエーション，
芸術，宗教，教育など

文化的サービス

気候の調節，
病気・害虫の制御，
洪水の調節など

調整サービス

食料，木材，医薬品，
燃料，水など

供給サービス

O2CO2

▲図 2　4つの生態系サービス

▲図 3　新幹線（左）とカワセミ
（右）　ある新幹線の先頭車両の形
状は，カワセミのくちばしにヒン
トを得て開発された。
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